
原子力発電（環境@エネルギー）

平成22年4月16日

中国電力株式会社

島根原子力発電所の保守管理の不備並びに定期事業者検査の

一部未実施に係る報告徴収等に関する点検計画書の提出について

  当社は，経済産業大臣からの報告徴収「島根原子力発電所第1号機及び第2号機の保守管理の不備並びに定期事業者検査の一部未実施に係る報告徴収について」及び

原子力安全・保安院からの指示「島根原子力発電所第1号機及び第2号機の保守管理の不備並びに定期事業者検査の一部未実施に係る対応について」（いずれも平成22

年3月30日付）に基づき，本日，調査検討並びに総点検に関する点検計画書を，経済産業省原子力安全・保安院に提出しました。

  現在，当社は総点検の体制及び役割分担を以下のとおり構築して，総力を挙げて点検を実施しております。

（1）報告徴収に係る対応

    点検が適切に実施されていない123機器（3月30日公表済）について，「原因分析チーム」が原因とその再発防止対策の提言を策定する。

  再発防止対策の提言から「再発防止対策検討チーム」が再発防止対策を検討する。

（2）報告徴収に係る対応

    保守管理並びに定期事業者検査の実施状況について，「総点検チーム（総点検グループ）」が総点検を行う。

  新たな事象が発見された場合は，報告徴収 の対応に準ずる。

（3）保安院長指示に係る対応

    123機器に加え，報告徴収 の対応により，保守点検が適切に実施されていないことが確認された機器について，「総点検チーム（機器点検評価グループ）」が点検

実施及び健全性確認を行う。

（4）評価

    上記の取組みについて，第三者を含めた「評価チーム」により，調査・点検方法の妥当性，点検内容，結果の適正性を評価する。

以上

添付資料

島根原子力発電所 発電設備に係る点検について [PDF:23KB]

参考：島根原子力発電所第1号機及び第2号機の保守管理の不備並びに定期事業者検査の一部未実施に係る報告徴収等に関する点検計画書 [PDF:37KB]

関連情報



 
 
 

１．経済産業大臣からの報告徴収，原子力安全・保安院長の指示事項について 

○ 当社は，以下のとおり，経済産業大臣からの報告徴収，原子力安全・保安院長からの指示を受けています。 

 報告徴収，指示事項の内容 

【報告徴収①】 
島根１，２号機の保守管理※１ならびに定期事業者検査※２の一部が適切に実施されていな 

かったことについて，平成２２年４月３０日までに以下の内容を報告すること。 
  ○経緯・事実関係の調査 
  ○原因の究明（直接原因のみならず根本原因を含む） 
  ○再発防止対策の検討（保守管理体制および品質保証体制の再構築を含む） 

経済産業大臣  
からの報告徴収 

【報告徴収②】 
島根１，２，３号機の保守管理ならびに，島根１，２号機の定期事業者検査の実施状況  

について総点検を行い，平成２２年４月３０日までに報告すること。 

原子力安全・   

保安院長の指示 

【指示事項①】 
島根１，２号機の点検が適切に実施されていなかった箇所を早急に点検するとともに， 

健全性の評価を行い，その結果を報告すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

２．実施体制および実施内容について 

○ 「緊急対策本部」の下部組織として「点検・対策本部」を設置し，点検・調査を実施しております。      

あわせて，考査部門による「評価本部」を設置し，同本部が第三者（弁護士）による検証等を行いながら    

調査の適正性を評価する体制とします。実施体制および各チーム・グループの役割は下図のとおりです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

島根原子力発電所 発電設備に係る点検について 

添付資料 

リスク戦略会議 

＊点検計画表と工事実績に不整合がないかを確認します。 
＊点検計画表と定期事業者検査結果に不整合がないかを確認します。 
＊保守管理業務全般が適切に行われているかを確認します。 

＊点検期間が超過していると考えられる機器（H22.3.30報告済みの123
機器を含む）については，順次，点検計画表に記載の点検内容に従
い点検を実施し，健全性を確認します。 

＊なぜ点検計画表と点検実績との不整合が今日まで解決され
ずに来たのか等について，聞き取り調査等も行いながら 
原因を究明し，再発防止対策の提言を行います。 

＊原因分析チームの検討結果をもとに，再発防止対策を検討・
策定します。 

原因分析チーム 

総点検チーム 

再発防止対策検討チーム 

本部長：神出副社長 
   （ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進部門長） 
副本部長：苅田常務 
（ｸﾞﾙｰﾌﾟ経営推進部門長） 

本部長：松井副社長（電源事業本部長） 副本部長：清水常務（島根原子力本部長） 

報告徴収②，指示事項①への対応 

報告徴収②への対応 

指示事項①への対応 

報告徴収①への対応 

グループ・チーム間
の業務フロー 

議長：山下社長 

機器点検評価ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

＊調査・点検方法の妥当性，調査・点検内容，結果の適正性を
評価します。 

 

評価本部 

評価チーム 

本部長：福田副社長（考査部門長） 

機器点検の依頼 

原因分析依頼 

再発防止対策の策定依頼 

報告徴収①への対応 

以 上 

※２．定期事業者検査とは 

「定期事業者検査」とは，法律で規定す

る設備（電気工作物）の技術基準への適合

性を事業者が定期的に確認する検査です。 

国が行う「定期検査」には，特に重要度

が高い設備について，事業者が行う定期事

業者検査に国の検査官が直接立会い，また

は記録を確認することにより実施されるも

のと，独立行政法人により実施されるもの

とがあります。 
なお，定期事業者検査の実施体制（組織・

体制・検査方法など）が適正であるかどうか

については，独立行政法人の審査（定期安全

管理審査）が行われています。 
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電力会社の保守点検活動

■安全上の重要度と検査制度

（参考資料）電気事業連合会パンフレット 

※１．「保守管理」とは 

発電所の運転に関わる設備の機能を確認，維持または向上させる活動（点検，保修，取替，改造等）を「保全」

といいます。「保守管理」とは，「保全」およびそれを実施するために必要な体制や教育等を含めた活動全般のこと

です。 

社外からの意見・助言 

社外からの意見・助言 

・社外からの意見・助言 

・第三者（弁護士）による検証 

点検・対策本部 

緊急対策本部 
総点検ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

総勢 約５００名 （４月１３日現在） 
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島根原子力発電所 発電設備に係る点検について 

添付資料 

リスク戦略会議 

＊点検計画表と工事実績に不整合がないかを確認します。 
＊点検計画表と定期事業者検査結果に不整合がないかを確認します。 
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機器を含む）については，順次，点検計画表に記載の点検内容に従
い点検を実施し，健全性を確認します。 

＊なぜ点検計画表と点検実績との不整合が今日まで解決され
ずに来たのか等について，聞き取り調査等も行いながら 
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総点検チーム 
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指示事項①への対応 

報告徴収①への対応 

グループ・チーム間
の業務フロー 

議長：山下社長 

機器点検評価ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

＊調査・点検方法の妥当性，調査・点検内容，結果の適正性を
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以 上 
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総勢 約５００名 （４月１３日現在） 



 

 

 

 

 

 

島根原子力発電所第１号機及び第２号機の保守管理の不備並びに 

定期事業者検査の一部未実施に係る報告徴収等に関する点検計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年４月 

中国電力株式会社 



 －１－ 

１．目的 

 「島根原子力発電所第１号機及び第２号機の保守管理の不備並びに定期事業者検査の

一部未実施に係る報告徴収について（平成 22・03・30 原第１号）」および「島根原子力
発電所第１号機及び第２号機の保守管理の不備並びに定期事業者検査の一部未実施に係

る対応について（指示）（平成 22・03・30原院第１号）」に基づき，以下の調査検討なら
びに総点検を行う。 
 

〔報告徴収に係る対応〕 
 ①島根１号機および２号機のこれまでの保守管理並びに定期事業者検査の実施に係る経

緯・事実関係を調査しその原因を究明するとともに，それらを踏まえた再発防止対策

の検討を行う。 
②島根１号機，２号機および３号機の保守管理並びに島根１号機および２号機の定期事

業者検査の実施状況について総点検を行う。 
〔保安院長指示に係る対応〕 
①島根１号機および２号機の点検が適切に実施されていなかった箇所を点検するととも

に，健全性の評価を行う。 
 

２．実施体制 

体制および役割分担を別紙－１に示す。 

（１）報告徴収に係る対応① 

平成１６年５月に定期事業者検査制度が導入された前後から現在まで，以下の検査

制度の変更等に対して，当社の保守管理の変遷を「原因分析チーム」が調査し，なぜ

島根１，２号機の点検計画表と点検実績との不整合が発生し，改善されていない原因

（直接原因のみならず根本原因分析を含む）を究明し，これらを踏まえた再発防止対

策（保守管理体制および品質保証体制の再構築含む）の提言を策定する。 

 

・平成１６年 ５月 定期事業者検査制度の導入 

・   〃     「保安規定」への品質保証の導入 

・平成１６年 ９月～ ２号機第１２回定期検査安全管理審査での指摘事項の対応 

・平成１８年１０月 ＱＭＳ高度化活動の開始（平成２０年２月終了） 

・平成１９年 ５月 発電設備の総点検に係る不適切事案の再発防止対策の推進 

（平成２１年２月終了） 

・平成２１年 １月 新検査制度の導入 

 

また，点検が適切に実施されていない１２３機器（３月３０日公表）について，「原

因分析チーム」が原因とその再発防止対策の提言を策定する。 

再発防止対策の提言に基づき「再発防止対策検討チーム」が再発防止対策を検討し，

再発防止対策を策定する。 



 －２－ 

 

（２）報告徴収に係る対応② 

島根１号機，２号機および３号機の保守管理並びに１号機および２号機の定期事業

者検査の実施状況について，「総点検チーム（総点検グループ）」が総点検を行う。 

 

（３）保安院長指示に係る対応① 

点検が適切に実施されていない１２３機器（３月３０日公表）に加え，報告徴収に

係る対応②で，保守点検が適切に実施されていないことが確認された機器について，

「総点検チーム（機器点検評価グループ）」が点検を実施し，健全性確認を行う。 

 

（４）評価 

上記の取組みについて，調査・点検方法の妥当性，調査・点検内容，結果の適正性

を「評価チーム」により評価する。 

 

３．実施内容 

（１）報告徴収に係る対応① 

ａ．原因分析チーム 

（ａ）分析範囲 

・平成１６年５月前後から現在までの検査制度変更等に対して，当社の保守管理

の変遷を調査 

・点検計画表と点検実績との不整合が発生し，改善されていないことの原因と再

発防止対策の検討 

・点検が適切に実施されていない１２３機器について，その原因と再発防止対策

の検討 

 

（ｂ）分析手順 

当社ＱＭＳ文書に基づき分析し，その原因と再発防止対策の提言を策定する。 

分析にあたっては，電力中央研究所および日本原子力技術協会のレビューを受

ける。 

 

ｂ．再発防止対策検討チーム 

原因分析を踏まえて提言された再発防止対策等を検討し，再発防止対策を策定す

る。 

なお，原因分析チームの行う根本原因分析およびそれを踏まえた再発防止対策の

検討についても，部門横断的な観点から原因分析チームと連携して対応していく。 
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（２）報告徴収に係る対応② 

   総点検チーム（総点検グループ）により以下の活動を行う。 

ａ．保守管理のうち点検計画表不備に係る対応 

点検計画表の妥当性を確認するため，以下のとおり点検を行う。 

   （ａ）目的 

      島根１号機および２号機の点検計画表と点検実績（工事報告書等）とを照合

することにより，点検計画表の点検実績を確認するとともに，点検時期が点検

計画表に定めた時期を超えているものがないか点検する。 
 
   （ｂ）役割分担 

構成員 役割分担 

点検計画表点検班 
 班長 
 

・ 点検計画表と点検記録との整合性に係わる点検の指揮総括 

・ 点検結果の総点検グループ長への報告 

・ 不整合確認時の総点検グループ長への報告 

・ 判断に迷った事項についての総点検グループ長への報告 

・ 点検班の作業体制，作業分担の作成 

点検計画表点検班 
 副班長 

・ 点検班 班長の補佐 
・ 点検班 班長不在時における任務の代行 

点検計画表点検班 
 グループ班長 

・ 点検班 グループ班員の取り纏め 
・ 点検結果の班長への報告 
・ 班員からの報告に基づく再確認の実施 
・ 不整合確認時の班長への報告 
・ 判断に迷った事項についての班長への報告 

点検計画表点検班 
 班員（結果確認員） 

・ 不整合確認時のグループ班長への報告 
・ 判断に迷った事項についてのグループ班長への報告 
・ 班員（整合性確認員）からの報告に基づく再確認の実施 
・ 「点検計画表の妥当性確認に係わる点検手順書」に従った

点検の実施 
点検計画表点検班 
 班員（整合性確認員） 

・ 「点検計画表の妥当性確認に係わる点検手順書」に従った

点検の実施 
・ 不整合確認時の結果確認員，グループ班長への報告 
・ 判断に迷った事項についての結果確認員，グループ班長へ

の報告 
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（ｃ）点検手順 

   点検計画表に記載のある全ての機器・設備を対象とする。また，至近の点検実

績と実施時期の妥当性を確認するため，以下の確認を実施する。 

 

点検計画表に基づいた点検の実施状況を確認するために，その上位文書である

点検計画を制定した平成１６年度（島根１号機：第２５回定期検査，島根２号機：

第１２回定期検査）を基準とし，以降の点検履歴および２号機第１６回定検時の

計画について確認する。 

あわせて，実施頻度内で点検が実施されているかを確認するために，平成１５

年度以前の点検実績のうち至近のものについて確認を行なう。 

      続いて，点検計画表作成時の妥当性確認を行う観点から，上記以外について，

点検計画表記載の点検実績毎に保存されている記録の範囲で確認する。 

 

ｂ．定期事業者検査関係対応 

点検計画表の点検実績と定期事業者検査実績の整合を確認するため，以下の通

り点検を行う。 

（ａ）目的 

   島根１号機および２号機の点検計画表と定期事業者検査成績書とを照合し，点

検計画表に従って，定期事業者検査の実施状況を点検する。なお，２号機第１６

回定検については，点検計画表に従って，定期事業者検査が計画されているか点

検する。 

（ｂ）確認範囲 

   定期事業者検査に該当する点検項目のうち平成１６年度（島根１号機：第２５

回定期検査，島根２号機：第１２回定期検査）以降の実績および２号機第１６回

定期検査時の計画について確認する。 

あわせて，定期事業者検査が適切な時期に行われているかどうかを確認するた

めに，平成１５年度以前の点検実績のうち至近のものについても確認範囲に含め

る。 
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   （ｃ）役割分担 

構成員 役割分担 

定期事業者検査点検班 
班長 

 

・ 定期事業者検査の実施状況に係わる点検の指揮総括 

・ 不整合発見時の総点検グループ長への報告 

・ 判断に迷った事項について総点検グループ長への報告 

・ 点検結果の総点検グループ長への報告 

・ 点検班の体制を作成 

 

定期事業者検査点検班 
副班長 

 

・ 定期事業者検査の実施状況点検班 班長の補佐 
・ 定期事業者検査の実施状況点検班 班長不在時におけ
る任務の代行 

定期事業者検査点検班 
班員 

・ 「定期事業者検査の実施状況に係わる点検手順書」に

従った点検の実施 
・ 不整合発見時の班長への報告 

・ 判断に迷った事項について班長への報告 

 

   （ｄ）点検手順 

（ア）島根１，２号機 定期事業者検査の実施状況に係わる点検手順（２号機第

１６回定検を除く） 

島根１号機および２号機の定期事業者検査について以下を確認する。 

ア）点検計画表に従って定期事業者検査を実施しているか，点検計画表に定

めた検査項目を実施しているか，点検計画表と定期事業者検査成績書とを

照合する。 

イ）実施時期の妥当性を確認するために，実績を確認した１つ前の点検実績を

確認する。 

（イ）島根２号機第１６回定検 定期事業者検査に係わる点検手順 

島根２号機第１６回定期事業者検査および第１６保全サイクル定期安全管

理審査申請の定期事業者検査の項目について，以下を確認する。 

ア）点検計画表に従って定期事業者検査を計画しているか，点検計画表に定

めた検査項目を実施しているか，点検計画表と定期事業者検査要領書とを

照合する。なお，すでに定期事業者検査を実施し成績書を作成している場

合は, 点検計画表と定期事業者検査成績書とを照合する。 

イ）実施時期の妥当性を確認するために，実績を確認した１つ前の点検実績

を確認する。 
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ｃ．保守管理の総点検 

保守管理のプロセスが適切に実施されているかを確認するため，以下の観点から

点検を行う。 

（ａ）保守管理の実施状況の総点検 

    （ア）役割分担 
構成員 役割分担 

保守管理の実施状況点検班 
 班長 

・ 保守管理の実施状況に係わる点検の指揮総括 

・ 点検結果の総点検グループ長への報告 

・ 点検班の作業分担を作成 

保守管理の実施状況点検班 
 副班長 

・ 点検班 班長の補佐 
・ 点検班 班長不在時における任務の代行 

保守管理の実施状況点検班 
 班員 

・ 「保守管理の実施状況点検手順書」に従った点検の

実施 
・ 不整合確認時の班長への報告 
・ 判断に迷った事項についての班長への報告 

 

（イ）手順 

ア）１，２号機 

「保守管理要領」に定める以下の保全活動について，定められたプロセ

スに従って保守管理が適切に実施されているかを，資料により点検を実施

する。 
       ・保守管理の実施方針および保守管理目標 
       ・保全プログラムの策定 

・保全計画の策定 
    ・保全活動管理指標の監視および設定 

・保全計画書の作成 

・保全の実施 

・点検・補修等の結果の確認・評価 

   ・点検・補修等の不適合管理，是正処置および予防処置 

・保全の有効性評価 

・保守管理の有効性評価 

・保守管理記録 

 
     イ）３号機 

島根原子力建設所 保全計画運用要領に定める保全の対象範囲につい

て，定められたプロセスに従って保守管理が適切に実施されているかを

関係書類により確認する。 
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（ｂ）保守管理関係要領類の適切性（人的エラー要因の点検） 

      保守管理プロセスを定める要領類について，人的エラーが発生しやすいプ

ロセスがないか点検する。 
（ア）確認方法 

     ア）保守管理要領および関連手順書（３号機は保全計画運用要領および関

連手順書）について業務プロセスの流れを明確にする。 
     イ）要領，手順書に要求される事項を達成する上で重要なステップを選定

する。 
     ウ）人的エラーを防止する上で問題がある業務プロセスが存在していない

かチェックを行う。 
 

（イ）役割分担 

構成員 役割分担 

保守管理関係要領類点検班 
 班長 
 

・保守管理関係要領類点検に係わる点検の指揮総括 

・点検結果の総点検ｸﾞﾙｰﾌﾟ長への報告 

・点検班の体制表を作成 

保守管理関係要領類点検班 
 副班長 

・点検班 班長の補佐 
・点検班 班長不在時における任務の代行 

保守管理関係要領類点検班 
 班員 

・「保守管理関係要領類点検手順書」に従った点検

の実施 
・点検結果の班長への報告 
・判断に迷った事項についての班長への報告 

 

（ウ）確認範囲 
１，２号機：保守管理要領および関連手順書 
３号機  ：保全計画運用要領および関連手順書 

 

（３）保安院長指示に係る対応① 

   総点検チーム（機器点検評価グループ）により（２）ａ．に基づく確認結果をもと

に，点検が適切に実施されていないと考えられる機器（３月３０日公表の１２３機器

を含む）を抽出し，これらの機器については，準備が整った機器から，順次，点検計

画表の点検内容に従い点検を実施し健全性を確認する。 

 

（４）評価 

評価チームは，点検・対策本部が実施する調査・点検の客観性・透明性を確保する

ため，弁護士の検証および社外有識者の意見，助言を受けながら，以下の方針で評価

を実施する。 
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ａ．調査・点検方法の妥当性評価 

計画書，手順書の策定にあたり説明性の高い調査・点検方法であるかの観点か

ら評価する。 

ｂ．調査内容・結果の適切性評価 

第三者的視点に立ち，事実に基づき点検結果を評価する。 

再発防止対策は，根本的な原因が究明され，それを踏まえた対策となっている

かの観点から評価する。 

   評価にあたっては，点検・対策本部の調査方法等について，関連する文書・記録類

を確認するとともに，必要により聞き取りを実施する。 

 

以 上 
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リスク戦略会議 

＊点検計画表と工事実績に不整合がないかを確認する。 
＊点検計画表と定期事業者検査結果に不整合がないかを確認する。 
＊保守管理業務全般が適切に行われているかを確認する。 

＊点検期間が超過していると考えられる機器（H22.3.30報告済
みの123機器を含む）については，順次，点検計画表に記載の
点検内容に従い点検を実施し，健全性を確認する。 

＊なぜ点検計画表と点検実績との不整合が今日まで解
決されずに来たのか等について，聞き取り調査等も行
いながら原因を究明し，再発防止対策の提言を行う。 

＊原因分析チームの検討結果をもとに，再発防止対策を
検討・策定する。 

原因分析チーム 

総点検チーム 

再発防止対策検討チーム 

本部長：神出副社長 
 （ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進部門長） 
副本部長：苅田常務 
（ｸﾞﾙｰﾌﾟ経営推進部門長） 

本部長：松井副社長（電源事業本部長） 副本部長：清水常務（島根原子力本部長） 

報告徴収②，指示事項①への対応 

報告徴収②への対応 

指示事項①への対応 

報告徴収①への対応 

グループ・チーム
間の業務フロー 

議長：山下社長 

機器点検評価ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

＊調査・点検方法の妥当性，調査・点検内容，結果の適
正性を評価する。 

 

評価本部 

評価チーム 

本部長：福田副社長（考査部門長） 

機器点検の依頼 

原因分析依頼 

再発防止対策の策定依頼 

報告徴収①への対応 

社外からの意見・助言 

社外からの意見・助言 

・社外からの意見・助言 

・第三者（弁護士）による検証 

点検・対策本部 

緊急対策本部 
総点検ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

別紙－１ 

総勢 約５００名 （４月１３日現在） 
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